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要　旨

ライフスタイル重視の時代の到来とともに携帯市場は成

熟期を迎えており，ユーザー本位，デザイン／操作性・機

能の洗練などが求められている。

初期の携帯電話は，音声通話のみの機能で，シンプルな

ストレート形状とモノクロ液晶ディスプレイ搭載であった。

1999年に i モード（注１）サービスが開始され，文字，画像情

報通信へサービス内容が変遷し，形状の多様化や液晶ディ

スプレイの大画面化及び多機能化が加速された。一方，半

導体プロセスの進化により，大規模なシステムを１チップ

にすることが可能となった。また，パッケージ技術の進展

により，システムLSIとメモリを積層実装したSIP（System

In Package）の出現によって従来では考えられなかった高

画素カメラやTV電話機能を搭載した高機能な携帯電話の

開発が可能となった。

本稿では，携帯電話の形状の変遷を示し，それを実現す

る手段として実装技術の進化について述べる。また、高性

能・多機能化を支える携帯電話の主要部品として，液晶デ

ィスプレイとカメラの進化を示し，それに必要なメモリに

ついて大容量化と低コスト化の両立方策，及びそれらを駆

動するための電池技術について述べ，最後に高機能化によ

り大規模化・複雑化するソフトウェアの対策としてアプリ

ケーションソフトウェアのプラットフォーム化による高い

スケーラビリティと再利用性について述べる。

ソフトウェア
・OS(Symbian(注2)，Linux(注2)など）
・Java(注2)技術
・フルブラウザ
・3D表示エンジン技術
・認証技術
・Media codec技術

大容量記憶デバイス
・小型HDD
・M-RAM
・Flashメモリ

センサ

・加速度センサ
・各速度センサ
・地磁気センサ
・感圧センサ
・温度センサ
・静電センサ

環境センサ

・体温センサ
・指紋センサ
・脈拍センサ
・匂(にお)いセンサ

生体センサ

ハードウェア
・LSIプロセスの進化
・省電力化
・多機能モジュール化

通信インフラ
・高速化／大容量化
　(HSDPA)
・GSM＋CDMAのdual化

通信インフラ以外の無線方
式とそのアプリケーション

・地上波デジタル放送
・FM放送
・AM放送
・無線LAN
・UWB
・GPS
・Bluetooth
・無線ICタグ
・モバイル放送

HSDPA
GSM
CDMA
HDD
M－RAM
UWB
GPS

：High Speed Downlink Packet Access
：Global Systems for Mobile Communications
：Code Division Multiple Access
：Hard Disk Drive
：Magnetic－Random Access Memory
：Ultra Wide Band
：Global Positioning System

(注2)　Symbian，Linux，Javaは，各々シンビアン社，
　　　　Linus Torvalds氏，サンマイクロシステムズ社の
　　　　登録商標である。 携帯電話

個人の使用目的に対応した携帯となり，多種多様化していくものとなる。また，携帯電話は，常に個人が所有するという特徴から，“個人認
証”に利用する機会が今後増えてくるものと思われる。同時に，シニア層，障害者にとっても使いやすいものである必要があり，使い勝手を損
なわずに操作できる技術がますます重要になってくる。

携帯電話の進化と，それを支える先端技術

New Technologies for Mobile Phone
Hirokazu Shimizu, Seiji Ioka, Tsutomu Inoue

（注１） i モードは，㈱NTTドコモの登録商標である。


